


インテリックス 
ホールディングスが始動。

中期経営計画のもと、 
リノベーション・インフラ企業 
として業界をけん引。
代表取締役社長　俊成誠司

中期経営計画における注力テーマホールディングス化によってグループの成長を加速させていくために、2031年5月期
を最終年度とする中期経営計画を策定しました。テーマとして掲げた「Renovation 
Forward 31」は『三位一体』の意味を含め、マンションのリノベーションが当たり前に
なった今だからこそ、多様なステークホルダーの皆様と技術や経験を駆使しながら、

顧客価値を創造し続ける、前進し続けるという想いを込めています。

中期経営計画においてホールディングスが注力するのは、“ヒト”“テクノロジー”

“ファイナンス”の3つです。“ヒト”については、当社グループの持続的な成長には
人的資本経営の推進が欠かせません。お客様のニーズに応えられる人材や業界の

課題を解決できる人材を育成しつつ、必要に応じて外部パートナーと連携すること

で、新たな事業を創出していきます。

当社は昨年12月1日に、株式会社インテリックスホールディン
グスとして東京証券取引所スタンダード市場に上場しました。

ホールディングス化の狙いは、各事業の採算性強化や選択と集

中を含めた事業ポートフォリオの最適化、成長投資などの経営

の意思決定を迅速に行うためです。

当社グループは創業から30年が経ちますが、物件を仕入れて
販売するフロービジネスが主軸でした。しかし、足元ではカス

タマーサービスから次の仕入れにつなげていくストックビジ

ネスを重視しています。どちらも成長の加速にはイノベーショ

ンが不可欠であり、ITテクノロジー、施工技術開発、新たな不
動産金融モデルの創出に注力していきます。持株会社のもとに

この3つの分野が『三位一体』となり、傘下の各社がシナジーを
生み出すことで、不動産流通を支える「リノベーション・イン

フラ企業」として、業界における唯一無二の存在を目指します。

ホールディングスによってシナジーを創出

中期経営計画「Renovation Forward 31」を策定
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中期経営計画目標とロードマップ

LTVの最大化を図るビジネスモデル例

売上高

［財務目標  2031年5月期］

億円
2026年5月期（計画）比
42%増 ➡

2026年5月期（計画）比
75%増 ➡

2026年5月期（計画）比
2.0pt増 ➡

中期経営計画の
詳細はこちら

ホールディングスとして再出発する当社ですが、グループビ

ジョンである「すべての人にリノベーションで豊かな生活を」に

変わりはありません。人の幸せの価値観が変わる中で、当社グ

ループが提供したリノベーションマンションに住むお客様に寄

り添うことが大切と考えています。お客様のライフステージの

変化に合わせてリノベーションや住み替えをご提案し、不動産

の活用や資産形成の手段としてリースバックやアセットシェア

リングなどのサービスをご案内するなど、多様なタッチポイン

トでお客様のロイヤルカスタマー化を図っていきます。売切り

のビジネスからストック性の高いビジネスモデルをグループの

総合力で構築していきます。その結果として、お客様のLife 
Time Value（顧客生涯価値）の最大化を実現していきます。

“テクノロジー”については、流通市場のDX化やリノベーショ
ンの設計技術開発に引き続き注力するとともに、データの利活

用を通じた適正価格での仕入れ、お客様の志向やニーズの分析

による販売、事業期間の短縮化を推進していきます。

“ファイナンス”では、外部パートナーとの共創によって新たな

住宅ローンの仕組みの構築を検討していきます。長期で物件価

値の維持・向上が可能な高品質な物件に適用される新たな住

宅ローンの仕組みを構築することで、リノベーションマンショ

ン市場の信頼と利便性を高め、更なる市場拡大を図っていきま

す。一方、収益物件などで生み出したキャッシュをM&Aなど
の成長投資につなげるなど、健全なバランスシート経営を推進

していきます。

これらの取り組みによって、2031年5月期に売上高800億円、
経常利益35億円、ROE11.2%の目標を達成し、配当性向30%
前後を目安に安定した形で株主還元を実施していきます。

グループビジョンのもとにお客様のLTVを実現

ホールディングス発足と中期経営計画策定に伴い、俊成社長自ら社内イベ

ントでグループ従業員に向けて、メッセージを発信しました。

メッセージでは、グループ会社・従業員が同じ方向、同じ目的を持って切

磋琢磨しながらスピード感をもって経営していくことを伝え、グループビ

ジョンである「すべての人にリノベーションで豊かな生活を」送れる社会

の実現に向けて、グループ全社一丸となることを従業員と共有しました。

800
経常利益 億円35
ROE %11.2 2026年5月期

（業績予想）
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《Renovation Forward 31》

2027年5月期 2028年5月期 2029年5月期 2030年5月期

収益性の強化ストックビジネスを推進

2031年5月期
（目標）

未来

『三位一体』経営の推進に向けてグループ従業員と目的意識を共有

［2031年のロードマップ］

リースバックの
活用

アセット
シェアリングの

利用

リノベーション

▲ ▲

売却

資産形成のニーズ

在宅活用のニーズ変化

ライフステージの変化による

住み替え

ライフステージの変化による

リノベーション

物件購入

物件購入

ロイヤルカスタマー ロイヤルカスタマー
新規顧客

ロイヤルカスタマー

ロイヤルカスタマー







当中間期の PO I N T

会社概要

IRメール配信 登録受付中 当社の決算発表等のIR情報や、説明会・セミナー開催、
新商品・サービスのご案内をお送りしています。

ご登録はこちら

▲

会社名 株式会社インテリックスホールディングス

所在地 〒150-0031  東京都渋谷区桜丘町3-2
渋谷サクラステージ SAKURAタワー9階

上場市場 東京証券取引所スタンダード市場（証券コード 463A）

資本金 4億13百万円

代表者 代表取締役社長　俊成 誠司

従業員数 連結304名（2025年11月30日現在）

事業内容 不動産売買、不動産賃貸業、不動産コンサルティングを営む
グループ会社の経営管理及びこれに付帯する業務

グループ会社 株式会社インテリックス
株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社FLIE
株式会社リコシス
株式会社TEI Japan
株式会社再生住宅パートナー
株式会社インテリックス神戸みなと

F i n a n c i a l  R e v i e w

数字で伝えるインテリックスホールディングス
※2025年11月末まではインテリックスの数値で算出しています。

1 売上高

PO I N T

2 営業利益

PO I N T

3 経常利益

PO I N T

売上総利益は、リノベーション事業分野が24%増、
ソリューション事業分野がほぼ前期水準を確保
できたことで、前年同期比で12%増益。販管費の
16%増を吸収し、営業利益は前年同期比で5%の
増益

リノヴェックスマンション販売は都内を中心に
販売価格が上昇し売上を大きく押し上げ、リノ
ベーション内装事業は業容拡大し2割成長。収益
物件の売却に加え、共同事業やホテル事業の寄
与により売上高は前年同期比で33%の大幅増収

業容拡大に向けた物件取得に伴う有利
子負債の増加及び金利上昇により、営業
外費用が51%と大幅に増加したことによ
り、経常利益は前年同期比で2%の減益

■リノヴェックスマンション販売戸数 ■売上高 ■経常利益

■親会社株主に帰属する当期純利益 ■自己資本比率 ■1株当たり配当金
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